
北花見自治会勉強会＆懇親会
古賀市の課題

～市民と地域の健康づくり～

２０２２年１１月１３日（日）

古賀市議会議員 ぬま健司



９月議会

定例議会は年４回
臨時議会もあります
インターネット中継・録画で視聴できます



２０２２年９月１３日～２１日

決算審査特別委員会



薬王寺「快生館」と子ども健診について
市長の見解を求めました
２０２２年９月９日（金）

一般質問



●審査の視点
①財政状況の評価
②新型コロナウイルス感染症対策
③古賀北中大規模改造第１期工事
④第４次総合振興計画最終年度、政策マネジメントシートの提出
⑤地球温暖化対策とゼロカーボンシティ宣言
⑥健康づくり
●指摘事項（１１点）
①審議会をオンラインで開催できるための条例・規則の改正
②清掃工場の将来計画については財政負担・環境負荷の徹底した
軽減に向けて慎重に検討すること

③学校施設を地域コミュニティ、まちの保健室として活用
④小中学生・16歳から29歳までの特定健診を実施すること
⑤図書司書の確保、レファレンス機能の周知、利用拡大
⑥対話の徹底と情報公開 など

２０２１年度決算認定に賛成討論
賛成の根拠と指摘事項を述べました

２０２２年９月２６日の本会議



人口減少傾向でも小中学校の統廃合は考えない

２０２２年９月１９日・決算審査・教育長との質疑応答

児童生徒の見込は？

予想は難しいが、小中学生合わせて
２０２３年度がピーク

学校施設の在り方は？

地域の宝であり、統廃合は考えない。
減少傾向の学校では

複合化、多機能化、共有化を検討。
大規模改造工事の順番を変えてでも

上手な維持改修を行う。





補正予算
燃料費・物価高騰対策
９月補正と１０月補正



９月補正予算

高齢者に米２キロ、ごみ袋１０枚

高校生まで図書券３千円

就学援助費の対象拡大

畜産農家に飼料代補助

コスモス館に観光協会レストラン

移住体験促進事業

国の地方創生臨時交付金活用



１０月補正予算

非課税世帯に５万円

介護サービス提供事業所支援金
入所系３万円/人、通所系６千円/人

訪問系５万円/事業所
県の対象から漏れる市指定の施設

障がい者福祉サービス
提供事業所支援金

５万円/事業所

保育施設支援金
３千円/児童



新型コロナ感染症
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宮地岳線跡地 花見小周辺の車の流れ





集合住宅
建 設



回遊性を高める歩行者動線

メインの歩行者動線は、駅

から生涯学習ゾーンへと

人々を導く接続性を与えま

す。また、隣接敷地からも

公園にアクセスできる敷地

内歩行者通路の設置を誘

導します。あわせて公園と

生涯学習ゾーンの間を横

切る花見栗原線の円滑な

渡り方を検討していきます。

公園内の動線は機能配置

と合わせ、「歩くこと」を誘

発する動線計画とします。

防災拠点としてのオープンスペース

地域の避難場所や防災活動拠点としての活用も想定
し、十分な広さを確保するとともに、マンホールトイレ
やかまどベンチなどの防災設備や、備蓄倉庫の設置
などによる防災機能の強化を図る計画とします

整備基本計画
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古賀駅東口、西口並びに千鳥駅に関する予算
予算項目 予算額

古賀駅周辺
整備事業費

１億３６６万９千円
（内訳）古賀駅東口周辺基盤整備予備設計委託 ７００５万６千円

古賀駅西口駅前広場整備検討委託 ２０２５万７千円

古賀駅西口
エリア
マネジメント
支援事業

６８２０万円
（内訳） エリアマネジメント支援委託 １４８５万円

拠点形成事業補助金 ４８１８万円
空き店舗改修補助金 ５００万円

古賀駅西口
予算の累計

９４６０万円
（債務負担行為、拠点形成補助、空き店舗改修補助）

千鳥駅
周辺整備事業

１億４０９３万円
（令和３年度繰越予算を含む）



千鳥苑



公共施設等総合管理計画【第1期アクションプラン】

施設名 面積 ㎡ 機能 建物 備考

市民体育館 １１７５ 移転を検討 廃止を検討

クロスパルこが ７２４２ 維持 複合化を検討

米多比児童館 ４３３ 移転を検討 廃止を検討

あすなろ教室 ６６ 移転を検討 廃止を検討

市民活動センター ４５ 移転を検討 廃止を検討

千鳥苑 １５４６ 移転を検討 廃止を検討 2022年度に築45年

２０６０年までの４０年間に総延べ床面積を約２割圧縮
コスト面では約５４億７千万円の削減

第１期アクションプラン：２０２１年度～２０３０年度

計画期間内に、
関係団体と協議を行い、
施設の方向性について

明らかにする

２０１７年３月策定

２０２１年８月原案
２０２２年１月決定

２０１４年４月
総務大臣通知・策定要請



将棋・囲碁・マー
ジャンを楽しむ方も食事コーナー満開の河津桜

季節を感じる場

入館料１５０円で
お風呂にも入れます

第２地域包括支援センター
隣には「しゃんしゃん」

千鳥苑は笑顔になる場
息抜き、生き抜く場
地域共生の拠点です



2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

使用総数 44,141 45,184 51,323 45,972 47,929 47,302 27,412

室利用団体 2254 2422 2170 2299 2496 1777
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使用総数 室利用団体

高齢者の居場所

コミュニティの場

包括支援モデル
共生社会の拠点

こどもの利用

送迎バスの活用

避難所の役割

千鳥苑
年間4万人から５万人の利用者
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薬王寺・快生館



古賀市
田辺市長

㈱快生館

賃貸借契約

●２０２１年９月１日～
２０２６年３月３１日

●家賃計１９２０万円

ＳＡＬＴ
管理運営委託

あわえ

サテライトオフィス等
誘致促進委託

ＳＡＬＴ・あわえ
他２社

進出企業定着
地域活性化支援委託

入居者・利用者

５年間
１億２８９７万円

３年間
４５７５万円

１年間
３０００万円

１期工事 ５０００万円
２期工事 ３５００万円



薬王寺「快生館」これまでの予算額

年度 予算額 財源

２０２０ ５，２２１万８千円 国

２０２１ ８，５４３万７千円 国

２０２２ ７，３２０万１千円 国
一部市

合 計 ２億１，０８５万６千円 ５５０万円
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薬王寺「快生館」収支見込 ㈱ＳＡＬＴ作成
2022年5月9日議会提出

経費 利用料収入 サービス料収入 赤字補てん

（２５５２万円固定）

委
託
料

利
用
料
収
入

２６８９万円 ２５５２万円

８７７万円

１１５万円 ０円
５６万円

６７４万円

１６７４万円

２５６７万円

市の負担＝経費－利用料収入（２０２３年度以降）

２４３７万円

市の負担見込み６２００万円



薬王寺・快生館 経営主体の形成を提言

経営責任者はだれか？

管理運営を委託している株式会社
SALT。契約仕様のチェックは市。

契約期間内に経営主体を確立すべき

今後の進捗状況を見て検討する

２０２２年９月９日・一般質問





子ども特定健診
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子ども対象の血液検査 他自治体の取組

宇美町 小５、小６、中２ ２０１８年～

香川県 県内全市町、小４ ２０１２年～

尼崎市 １１歳、１４歳 ２０１０年～

松本市
小４、中２
保健師の出前講座

２０１３年～



小中学生、１６歳から２９歳までの特定健診を提言

３年前に提言したがどうなったか？

重要性は認識している。学校健診、
インボディ活用を考えている

しかるべき時に検討と答弁していたが、
今こそその時ではないか？

しかるべきときではないと判断

２０２２年９月９日・一般質問



私の想い



市長選挙の日程
１１月２０日（日）告示
１１月２７日（日）投開票

市議選挙の日程
２０２３年
４月１６日（日）告示
４月２３日（日）投開票



テーマ 検証すべき点 ぬま健司の提言

国との関係
◆国の要請や交付金活用に前のめりでは。
◆市の主体性、計画性、市民対話が阻害さ
れていないか。

●国との関係ではいい意味で手を抜き、将来
ビジョンに基づき、地域や市民生活に応じた
政策を優先することが肝心。

庁内議論
会議録

◆庁議や課長クラスの議論が不十分

◆会議録は検証可能な内容になっていない

●幹部職員の議論を徹底すること。デジタル
化で速やかに会議録を作成し、政策決定過程
を「見える化」すること。

市民対話
◆対話の場は増えても本当に傾聴する姿勢
はあるのか。

◆説得会になっていないか。

●「結論ありき」ではなく、対話を通じてよ
り良い政策を作るべき。市民アンケート、
ワークショップの積極的活用を。

千鳥苑
◆「移転・廃止」案は千鳥苑の役割を台無
しにするのでは。
◆介護予防、地域コミュニティに逆行。

●今後ますます必要な地域共生社会の拠点と
して、民間との共同も含め千鳥苑を存続。・
活用することが最善の策。

総合計画
◆目標や重点が不明確で市民の関心が低い

◆平和と国民保護の記載が不十分

●第５次総合計画は始動したばかりだが、ウ
クライナ情勢、新型コロナ、物価高騰など受
け修正・補強が必要だ。

薬王寺
快生館

◆２億円超の税金投入を市民は納得しない

◆有益費の放棄や契約解除後の構想がない

●国の交付金の使い方を検証すべき。ここに
多額の税金を投入した市長判断に対し市民の
信を問うべき。

快生館 ◆将来の構想が不明 ●契約期間内に経営主体を形成すべき

子ども健診
◆３年前に提言したが全く進んでいない

◆健康課題の認識で危機感が薄い

●小中学生、１６歳から２９歳までの特定健

診の実現

３
月
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月

９
月
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辺
市
政
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検
証



１０年後、どのような地域をめざすの？
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古賀市の未来を考え、行動する市民は増えているか？
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田辺市長の次期市長選に向けた政策

◆産業力の強化と移住定住の促進

◎交通結節点の「地の利」を活かした適正な土地利用と企業誘致の推進

◎古賀駅周辺活性化と「コンパクト・プラス・ネットワーク」の形成

◆チルドレンファースト

◎すべての子どもと子育て家庭を見守り、包括的に支える体制を強化

◎子どもの医療費助成を拡大し、就学前を無料化

◎子どもの学びと育ちをきめ細かく支え、「生き抜く力」を伸ばす

◆誰もが健康で安心して暮らしていける地域社会

◎超高齢化社会に対応し、健康づくり・介護予防、地域福祉を推進

◎ゼロカーボンシティとして環境にやさしいまちへ ワンヘルス推進

◎デジタル推進による市民サービスの向上

◎人権と多様性（ダイバーシティ）を尊重、平和を希求する先進都市へ

◆危機管理の徹底

◆「オール古賀」のまちづくり

青柳迎田地区で工業団地形成検討
古賀中周辺市街化検討・居住機能強化

古賀駅東口開発推進、薬王寺快生館

妊娠期から出産、乳幼児期支援

３～６歳無料化、１８歳拡大検討

校舎改修、トイレ洋式化・多目的化

移動困難高齢者ゴミ出し支援
専門職包括的相談支援体制

市役所手続きオンライン化推進

ジェンダー平等、中村哲さん顕彰

シティプロモーション強化



田辺市長の次期市長選に向けた政策

◆産業力の強化と移住定住の促進

◎交通結節点の「地の利」を活かした適正な土地利用と企業誘致の推進

◎古賀駅周辺活性化と「コンパクト・プラス・ネットワーク」の形成

◆チルドレンファースト

◎すべての子どもと子育て家庭を見守り、包括的に支える体制を強化

◎子どもの医療費助成を拡大し、就学前を無料化

◎子どもの学びと育ちをきめ細かく支え、「生き抜く力」を伸ばす

◆誰もが健康で安心して暮らしていける地域社会

◎超高齢化社会に対応し、健康づくり・介護予防、地域福祉を推進

◎ゼロカーボンシティとして環境にやさしいまちへ ワンヘルス推進

◎デジタル推進による市民サービスの向上

◎人権と多様性（ダイバーシティ）を尊重、平和を希求する先進都市へ

◆危機管理の徹底

◆「オール古賀」のまちづくり

青柳迎田地区で工業団地形成検討
古賀中周辺市街化検討・居住機能強化

古賀駅東口開発推進、薬王寺快生館

妊娠期から出産、乳幼児期支援

３～６歳無料化、１８歳拡大検討

校舎改修、トイレ洋式化・多目的化

移動困難高齢者ゴミ出し支援
専門職包括的相談支援体制

市役所手続きオンライン化推進

ジェンダー平等、中村哲さん顕彰

シティプロモーション強化

地域づくり

健康づくり

人材育成



地域包括支援
センター

サンコスモまちづくり推進課 教育委員会

地域包括支援
センター

地域包括支援
センター

地域包括ケア会議・まちの保健室
自治会、コミュニティ、健康づくり推進員、食生活改善推進員
医療、介護、福祉、子育て、コミュニティソーシャルワーカー

自治会 公民館 公民館 自治会

CSW コミュニティソーシャルワーカー CSW

地域支え合いセンター・まちの保健室構想

小学校 小学校 小学校 小学校 小学校 小学校小学校小学校

地
域
推
進
員

地
区
担
当
保
健
師

千鳥苑



議 会



●議会活性化特別委員会 ●議会基本条例の視察研修
●三重県議会事務局次長による研修会
●「基本条例は、来任期における重要な検討課題」

●インターネット中継・録画配信の開始
●２０１４年４月、議会基本条例の施行
●災害対応要綱や看護大学との
パートナーシップ協定

●「議会だより」の発行 ●議会閉会中の所管事務調査
●一日一委員会の開催 ●議長裁量による一問一答

●議会改革の定着、継続●まち・ひと・しごと地方創
生対応 ●スマホ、iPad対応 ●政策推進会議提言

●議会改革の継続 ●政策推進会議・気候変動
●コロナ対応と基本条例検証 ●オンライン対応
●「大綱質疑」の定義 ●タブレット導入

模索

検討

実現

定着

継続

１９９５年

２００７年

２０１１年

２０１５年

２０１９年

古
賀
市
議
会
の
歩
み



市長

委員長

監査
議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議長

議員

議員

議員

委員長

委員長

委員長

委員長

二元代表制

議会の議決

議会の提言

専門分野



犬山市議会視察
１０月１１日

市民が議場で５分スピーチ
全議員が市民提言を受け止める

可児市議会視察
１０月１２日

決算審査から議会として
提言を提出

次年度予算に反映

議会機能の向上目指し先進議会視察

来年の

予算審査に
活かせないか



「チーム輝」 はじめの一歩
８月２７日にフォーラムを開催しました

「チーム輝」は
①学習と相談を重視します

②チームで協力して実行します
③各自の得意分野を生かします
④対話によるまちづくりをめざし

ます

当面の目標は議会の活性化



●ぬま健司（市議７期、花見東２区）

●たきぐち由美子（水泳指導者・舞の里４区）

●田中やすひろ（介護職員・花見東２区）


